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ホタテガイ 1年貝の産卵について

小坂書信 ･川村 要 ･工藤敏博 ･田村 亘

1.日 的

陸奥湾においてはホタテガイ1年貝が産卵していることが魁織学的には確認されているが1)､2)､1

年貝が実際に産卵し､産卵された卵が2年貝から産卵された卵と同様に正常に発生するかどうかは調べ

られていない｡このため､本研究では室内においてホタテガイ1年只の産卵誘発を行い､産卵の有無と

産卵された卵のその後の発生について調べることを目的とした｡

2.材料及び方法

試験に用いたホタテガイ1年貝 (1995年産)は青森市久粟坂沖で天然採苗され､同地点で垂下養殖さ

れたものを用いた｡産卵誘発は1996年3月8日に1〃mのフィルターでろ過した海水を15℃に昇温し､

さらに紫外線殺菌灯を通したものを用いて4時間行った｡産卵された卵は同時に産卵誘発を行った1年

貝の雄から放精された精子を用いて受精させた｡受精した卵は1FLmのフ)ルターでろ過した海水を15

℃に保って培養した｡受精から2時間後の受精率 (極体放出率)､48時間後のトロコフォーラ幼生出現

率､78時間後のべリジャー幼生出現率を調べた｡

3.結 果及び考察

産卵誘発に用いたホタテガイ1年貝は殻長59.2mから77.6皿の雌18個体､雄19個体である｡この内産

卵誘発に応じた個体は雌で10個体 (55.6%)､雄で10個体 (52.6%)であった｡以前の研究では1年貝の

錐は成熟するが､雌は成熟しないか成熟しても産卵しないとされてきたが3)､近年の陸奥湾におけるホ

タテガイ1年貝の蔽織学的な観察では雌雄ともに放卵､放精していることが確認されている8卜 9)｡さら

に今回の試験で1年貝が産卵誘発に応じたことは､陸奥湾内で垂下養殖されている1年貝も産卵してい

ることが考えられる｡しかし､これまで､ホタテガイの産卵誘発の試験は2年只または3年貝でしか行

われておらず､しかもその誘発率は20%から100%と一定の傾向が見られていない状況で10)~12)､今回

の試験における1年貝の誘発率についても評価できるには至らなかった｡

表1 ホタテガイ1年只の産卵誘発結果

雌雄 殻長 ±標準偏差 全重量 ±標準偏差 誘発 に応 じた個停数

(nlm) (mm)

雌 67.4 1±4.89 3 3 .2士 6 .2 10/18(55.6%)

雄 65.93±2.99 32 .4± 4 .1 10/19(52.6%)

表2には個体ごとの産卵数とその後の発生結果を示したが､1個体当りの産卵数は12,000粒から640,

000粒と個体により大きな差がある｡これは､これら誘発を行った1年貝がすでに何回か産卵をしてお

り､その産卵数に個体差があったものと考えられる｡しかし､これまでの2年貝､3年貝の1回当りの平

均産卵数は200万から400万粒であること10ト 12)と比較すると､1年貝の産卵数は1/10以下である｡

また､受精率は個体により差があるものの､その範囲は85.7%から100.0%で､平均でも93.4%とな

り､良好な受精率を示した｡ トロコフォーラ幼生､べリジャー幼生の出現率もそれぞれ77.3%､66.7%
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と､2年貝から産卵された卵に比較して極端に低いものではなかった10)｡このことは､陸奥湾では1年

貝も天然種苗の資源として関与していることが示唆される｡さらに､1個体当りの産卵数は少ないが､

品種改良を行うための母只として利用できることが考えられる｡

表2 ホタテガイ1年只の産卵数及び受精率

個体番号 産卵数 受精率 トロ コフ ォラ ベ リジャー

(×103粒) (%) 幼生出現率 (%) 幼生 出現率 (%)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

510

24

640

370

20

190

230

50

12

40

97.6

88.1

96.0

100.0

95.9

95.3

85.7

89.2

93.2

93.4

89.0

58.6

86.7

87.8

73.3

68.0

82.2

80.0

59.7

87.7

54.6

59.1

88.6

37.8

88.9

86.8

80.0

71.0

15.5

85.0

平均 208.6 93.4 77.3 66.7
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